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浅
井
了
意
筆
『
蓬
莱
山
』『
武
家
繁
昌
』
を
め
ぐ
って

石
川
　
透

一
、
は
じ
め
に

　

浅
井
了
意
が
本
文
を
執
筆
し
た
絵
巻
群
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
多
く
の
作
品
が
出
現
し
、『
長
恨
歌
』
絵
巻
と
版
本
『
楊
貴
妃
物
語
』
の
関
係

と
作
者
に
つ
い
て
、
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、「
浅
井
了
意
筆
『
長
恨
歌
』
断
簡
の
出
現
」
と
題
し
て
、
辻
英
子
氏
編
『
海
を
渡
っ
た
日
本
絵
巻
の

至
宝
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
に
執
筆
し
た
。
ま
た
、『
咸
陽
宮
』
絵
巻
に
つ
い
て
も
、
本
文
を
浅
井
了
意
と
す
る
伝
本
が
出
現
し

た
た
め
、「
浅
井
了
意
筆
『
咸
陽
宮
』
絵
巻
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
同
じ
く
辻
英
子
氏
が
編
集
予
定
の
著
書
に
執
筆
し
た
。

　
『
長
恨
歌
』
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
仮
名
草
子
に
分
類
さ
れ
て
い
る
版
本
『
楊
貴
妃
物
語
』
と
ほ
ぼ
同
本
文
で
あ
る
た
め
、『
長
恨
歌
』
絵
巻
の
本

文
も
作
者
は
浅
井
了
意
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
る
が
、
本
文
的
に
は
微
妙
に
異
な
る
『
長
恨
歌
』
絵
巻
の
断
簡
が
出
現
し
た
た
め
、
浅
井
了
意

は
、
本
文
を
少
し
変
え
た
、
い
わ
ゆ
る
異
本
に
相
当
す
る
よ
う
な
作
品
も
作
成
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
よ
う
に
、『
咸
陽
宮
』
絵
巻
も
、
浅
井
了
意
筆
本
と
現
存
伝
本
の
本
文
と
を
比
較
す
る
と
、
微
妙
に
異
な
る
異
本
が
存
在
す
る
た
め
、
全

て
が
浅
井
了
意
の
所
為
と
は
言
え
な
く
と
も
、
一
部
に
つ
い
て
は
、
浅
井
了
意
が
本
文
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
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の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
が
重
要
な
の
は
、
作
者
が
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
御
伽
草
子
作
品
の
作
者
の
特
定
に
繫
が
る
、
と
い
う
こ
と
と
、
あ
わ
せ

て
、
こ
れ
ま
で
の
御
伽
草
子
や
仮
名
草
子
と
い
っ
た
分
類
が
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の
確
認
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
や
は
り
、
浅
井
了
意
が
本
文
を
執
筆
し
た
絵
巻
が
残
る
御
伽
草
子
作
品
と
し
て
、
内
容
的
に
浅
井
了
意
が
書
い
た
の
で
は

な
い
か
、
い
わ
ゆ
る
作
者
は
、
浅
井
了
意
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
品
が
ま
だ
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、『
蓬
萊
山
』
絵
巻
と
『
武
家
繁

昌
』
絵
巻
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
試
み
た
い
。

二
、『
蓬
莱
山
』
絵
巻
に
つ
い
て

　
『
蓬
萊
山
』
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
イ
ギ
リ
ス
人
ス
イ
フ
ト
が
一
七
二
六
年
に
刊
行
し
た
『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
の
天
空
の
島
（
ラ
ピ
ュ

タ
）
の
原
型
に
な
っ
た
ろ
う
と
の
推
測
を
し
て
い
る
が
、
も
し
、
そ
の
絵
だ
け
を
外
国
人
が
見
た
な
ら
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
島
を
め
ぐ
る
空
想
冒
険

小
説
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
蓬
萊
山
』
の
絵
と
、『
御
曹
司
島
渡
』
の
小
人
と
馬
人
の
島
の
絵
を
見
て
、
さ
ら
に
、
長
崎
や
江
戸
等
の
日

本
の
知
識
が
入
れ
ば
、『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
の
骨
格
は
出
来
上
が
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
海
外
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
可
能
性
の
あ
る
重

要
な
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
蓬
萊
山
』
は
、
御
伽
草
子
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
御
伽
草
子
の
よ
う
に
一
つ
の
一
貫
し
た
物
語
が
展
開
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
蓬
萊
山
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
と
地
域
の
話
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
説
話
集
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
の

は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
集
め
た
仮
名
草
子
的
な
内
容
と
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
浅
井
了
意
は
、
和
漢
の
さ
ま
ざ

ま
な
時
代
の
怪
談
を
集
め
た
作
品
を
い
く
つ
も
記
し
て
い
る
。『
蓬
萊
山
』
の
内
容
は
、
そ
れ
に
近
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
和
漢
の
説
話
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
は
、
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
漢
籍
か
ら
直
接
引
用
す
る
場
合
に
は
、
と

う
ぜ
ん
、
漢
文
が
読
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
の
知
識
人
な
ら
ば
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
で
き
た
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
の
説
話
を
集
め
る
に
は
膨
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大
な
知
識
、
あ
る
い
は
、
具
体
的
に
、
和
漢
に
渡
る
膨
大
な
蔵
書
が
な
け
れ
ば
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
間
の
代
表
が
浅
井
了
意

で
あ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
は
、
浅
井
了
意
の
よ
う
な
人
物
が
内
容
を
記
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

と
な
る
と
、
御
伽
草
子
よ
り
は
、
仮
名
草
子
に
分
類
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。『
蓬
萊
山
』
に
つ
い
て
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
年
）
に
「
蓬

萊
山
由
来
」
と
題
す
る
版
本
も
存
在
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
「
蓬
萊
山
由
来
」
は
、
仮
名
草
子
に
も
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、『
蓬
萊
山
』

絵
巻
も
そ
う
遠
く
な
い
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、『
蓬
萊
山
』
絵
巻
の
う
ち
、
本
文
を
浅
井
了
意
が
執
筆
し
た
伝
本
の
書
誌
を
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

蓬
萊
山
絵
巻

　
　
﹇
所
蔵
﹈
架
蔵

　
　
﹇
形
態
﹈
絵
巻
、
二
軸

　
　
﹇
時
代
﹈
寛
文
年
間
頃

　
　
﹇
寸
法
﹈
縦
三
三
・
三
糎

　
　
﹇
表
紙
﹈
黄
土
色
金
繡
表
紙

　
　
﹇
外
題
﹈
題
簽
「
ほ
う
ら
い
山
」

　
　
﹇
内
題
﹈
な
し

　
　
﹇
料
紙
﹈
斐
紙

　
　
﹇
奥
書
﹈
な
し

　
　
﹇
複
製
﹈『
室
町
物
語
影
印
叢
刊
』
二
二

　
　
﹇
翻
刻
﹈『
古
典
資
料
研
究
』
一
五
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ち
な
み
に
、『
蓬
萊
山
』
の
伝
本
は
、
絵
巻
と
絵
本
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
、
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
そ
の
本
文
の
執

筆
者
が
浅
井
了
意
周
辺
の
人
物
に
限
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
時
代
判
定
を
含
む
執
筆
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
生

成
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）、『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
展
開
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）
等
を
参
照
願
い
た
い
。

　

明
ら
か
に
浅
井
了
意
以
前
と
言
え
る
伝
本
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
浅
井
了
意
が
内
容
を
書
い
た
と

断
定
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
浅
井
了
意
が
内
容
を
執
筆
し
、
そ
の
一
部
は
自
筆
版
下
の
版
本
と
同
じ
よ

う
に
、
作
者
浅
井
了
意
自
ら
が
執
筆
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。

三
、『
武
家
繁
昌
』
絵
巻
に
つ
い
て

　

実
は
、
内
容
構
成
上
、『
蓬
萊
山
』
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
の
が
、『
武
家
繁
昌
』
で
あ
る
。「
蓬
萊
」
と
「
武
家
」
で
は
、
一
見
す
る
と

内
容
上
は
、
全
く
別
の
物
語
と
な
る
。『
蓬
萊
山
』
と
同
じ
よ
う
に
、『
武
家
繁
昌
』
に
は
、
和
漢
の
説
話
が
数
編
づ
つ
登
場
し
、
大
き
な
「
武
家

繁
昌
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
く
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
武
家
繁
昌
』
に
つ
い
て
は
、
版
本
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
、
分
類
上
は
御
伽
草
子

と
な
っ
て
い
る
が
、『
蓬
萊
山
』
で
説
明
し
た
の
と
同
じ
、
説
話
集
的
な
構
成
と
い
う
理
由
だ
け
か
ら
で
も
、
御
伽
草
子
と
す
る
に
は
無
理
が
あ

る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
『
武
家
繁
昌
』
に
、
本
文
を
浅
井
了
意
筆
と
す
る
絵
巻
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
簡
単
な
書
誌
を
『
蓬
萊
山
』
に
な
ら
っ
て
記

す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

武
家
繁
昌
絵
巻

　
　
﹇
所
蔵
﹈
國
學
院
大
學
図
書
館

　
　
﹇
形
態
﹈
絵
巻
、
二
軸

　
　
﹇
時
代
﹈
寛
文
年
間
頃
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﹇
寸
法
﹈
縦
三
三
・
三
糎

　
　
﹇
表
紙
﹈
紺
色
地
金
繡
表
紙

　
　
﹇
外
題
﹈
な
し

　
　
﹇
内
題
﹈
な
し

　
　
﹇
料
紙
﹈
斐
紙

　
　
﹇
奥
書
﹈
な
し

　
　
﹇
複
製
﹈
な
し

　
　
﹇
翻
刻
﹈
な
し

　
　
（
以
上
、
主
に
松
尾
葦
江
氏
編
『
國
學
院
大
學
で
中
世
文
学
を
学
ぶ
』
に
よ
る
）

　

こ
の
本
文
が
浅
井
了
意
筆
の
絵
巻
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
武
家
繁
昌
』
も
、『
蓬
萊
山
』
と
同
じ
く
、
内
容
も
浅
井
了
意
が
書
い
た
可
能

性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
武
家
繁
昌
』
の
他
の
伝
本
も
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
浅
井
了
意
を
遡
る
作
品
は
出
て
き
て
い
な
い
。

　
『
武
家
繁
昌
』
に
は
、
天
照
大
神
に
よ
る
天
岩
戸
の
話
が
登
場
す
る
が
、
同
じ
話
は
、『
船
の
威
徳
』
と
い
う
御
伽
草
子
に
も
、
登
場
す
る
。
こ

の
『
船
の
威
徳
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
浅
井
了
意
筆
の
伝
本
は
登
場
し
て
い
な
い
が
、
内
容
的
に
は
、
和
漢
の
「
船
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
集
め
た
説
話
集
的
な
内
容
な
の
で
あ
る
。
浅
井
了
意
筆
の
作
品
が
出
て
く
れ
ば
、『
蓬
萊
山
』『
武
家
繁
昌
』
と
同
じ
く
、
浅
井
了
意
作

の
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
浅
井
了
意
以
前
の
伝
本
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
御
伽
草
子
よ
り
は
、
仮
名
草

子
に
入
れ
る
べ
き
作
品
と
言
え
よ
う
。

四
、
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、
御
伽
草
子
に
属
す
と
さ
れ
て
き
た
和
漢
の
説
話
集
的
な
作
品
群
に
つ
い
て
の
論
文
は
、
そ
の
多
く
が
、
御
伽
草
子
か
そ
の
類
語
を
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伴
っ
た
題
目
が
付
さ
れ
て
き
た
が
、
い
っ
た
ん
、
御
伽
草
子
に
分
類
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
検
索
に
も
か
か
り
に
く
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
特

に
、
物
語
・
小
説
の
類
は
、
簡
単
に
は
、
成
立
年
代
が
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
現
代
は
、
少
な
く
と
も
伝
本
の
時
代
判
定
は
、
か
な
り
正

確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
次
は
、
内
容
上
の
制
作
年
代
を
よ
り
正
確
に
特
定
す
べ
き
時
代
が
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
作
者
の
問
題
も
、
自
ず
と
解
決
の
方
向
へ
向
か
う
と
考
え
て
い
る
。


